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3はE:T!, T.4～6はD1のそれぞれ6音付加で、 T.7において E:Tに
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( 1 ) 動機の呼称はNormanDEL MAR, Richαrd Straussー αcriticαlco四四entaryon 
his lifeαnd卸orks , Barrie & Rockliff, London, 1962.に依っている。




Tの場合は、 amoll, e mollだけでなく Adur, E dur, As dur, Es durを代理
和音として扱う手法がまず慣用化され（シューベルトの待代）、更には、これら




Boosey & Hawkes出版の StudyScoreを参照して項きたい。
( 4) 偽終止的に使われる減七和音のメルクマールとしては、その前後の和音の根音
を共有していることが挙げられる。その用法と歴史については DietherDE LA 
MoTTE, Harmonielehre, Biirenreiter, Kassel, 1976, S.186.を参照。典型的な用
法としては、シューベルト μ冬の旅かの“郵便局車（DiePost）＂の T.33～T.
37など。
( 5) 例えばリストのピアノ・ソナタ。主部が始まって T.30で初めて主調hmollが
現われるが、それまでの減七を主とする不安定な走匂の中から、 T.25で突然浮
き上がる Esdurの和音。




( 7) 譜例17で矢印で示した部分のfisis-ais,a-cisは、いずれも gis-hへの掛留音で
あるが、 e音保持と fisis,ais, cisの響きは偽減七であり、 E:Tとa,cisの重
ね合わせは導入曲T.3の2拍め及びあきらめの動機と同じものである。
（大学院後期課程学生）
